
　（別紙４-２） 事  業  所  名　グループホームウエルスタイル屯田２号館

作　　成　　日 ：　令和　　7年　　3月　　3日

市町村受理日：　令和　　7年　　3月　　6日

優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標 目標達成に向けた具体的な取り組み内容
目標達成に
要する期間

1 26

短期目標とサービス内容に番号を振り、介護計画に
関する記録と分かるようにタブレット端末に記録し、介
護計画の見直しや更新に活かすよう期待したい。

介護計画の見直し・更新時に活かせるよう活用する ①計画書に番号を明記する
②短期目標の中から、1週間～2週間と期間を決め介
　　護計画にそった記録を行う。
③見直しや更新時には、記録を基に活かしていく。

3か月～6
か月

2 35

消防設備会社の協力を得て、年２回、昼夜の地震や
火災を想定した避難訓練を実施している。地域住民
の参加は得られていない。地域との協力体制の確認
とケア別の個別対応について話し合いが行われてい
ない。

個別ケアの資料作成
避難誘導・消火器訓練から参加を呼びかける

・6月の避難訓練・BCP訓練の参加呼びかけ。
・初期消火訓練（消火器使用）
・参加頂いた方へのお礼など用意する。
・職業体験にきてくれた中学校へ連絡しボランティア活
　動の依頼をしてみる。

6か月～1
年

3 4

広範囲での地域代表や近隣住民など、会議に参加し
てもらえる方を検討し、出席を依頼するよう期待した
い。また、毎回テーマを設定して会議案内に載せ、参
加できない家族の質問や意見なども会議に反映させ
るよう期待したい。

地域の方の参加を増やして行く ・年間のテーマに関しては作成を行い3月の出欠確認
　時に一緒に同封を行った。
・近隣住民の方の参加が難しい場合は、意見や要望
　を聞き取りを行い運営推進会議に反映させていく。
・消防団の方に参加の呼びかけを行ってみる。

1年間（継
続的に

行ってい
く）

4

5

注１）項目番号欄には、自己評価項目の番号を記入して下さい。
注２）項目数が足りない場合は、行を追加して下さい。

　　　　　　　　　　　　目標達成計画

【目標達成計画】　


